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会 議 名 令和６年度第４回小金井市立はけの森美術館運営協議会 

事 務 局 市民部 コミュニティ文化課（はけの森美術館） 

開 催 日 時 令和７年１月２０日（木）１８時３０分～２０時００分 

開 催 場 所 市立はけの森美術館 多目的講義室 

出 席 委 員 

鉄矢悦朗会長 

山村仁志委員 

原田隆司委員 

畑島一代委員 

平田勇治委員 

中川法子委員 

欠 席 委 員  

事 務 局 員 

コミュニティ文化課文化推進係  津端 佐原 

同   はけの森美術館学芸員 中村、五木田 

同   はけの森美術館学芸顧問 河合 

傍 聴 の 可 否  可 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 
 傍聴者数  ０人 

会 議 次 第 

（１）事業報告等 

（２）意見交換 

（３）その他、次回日程調整等 

会 議 結 果 別紙のとおり 

会 議 要 旨 別紙のとおり 
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【鉄矢会長】  それでは、令和６年度第４回小金井市はけの森美術館運営協議会を開催

したいと思います。 

 最初に、資料の確認を事務局よりお願いいたします。 

【事務局】  事務局です。 

 事務局より資料の確認をします。次第のほか、資料の１、２、３の３点ございます。大

丈夫でしょうか。 

 以上になります。 

【鉄矢会長】  ありがとうございます。 

 では、次第にのっとって進めていきたいと思います。 

 まず、次第の（１）事業報告等、よろしくお願いします。 

【中村学芸員】  実施した展覧会・教育普及事業等という資料１の１のところから報告

させていただきます。こちら、学芸員の中村が報告いたします。 

 まず、１）展覧会ですけれども、こちら「富永親徳という近代洋画家がいた―記録と場

所をたどる」という、これは第３回の運営協議会のときに既に実施して会期がスタートし

ておりましたけれども、こちらの会期が１月１３日で終了いたしました。こちらの入館者

に関しましては、資料の１、中ほどに示しましたとおりで、総計で２,２０９人という形

で、当館の企画展といたしましては、久しぶりに２,０００人台に乗った形になっており

ます。例年、コロナ禍以前は、秋の展示に関しましては、２,０００人台に上がることが

多かったのですけれども、コロナ禍になってから以降は、なかなかここの２,０００人と

いうところに乗らずに来ましたので、久しぶりに大分入館者数としては戻ってきたかなと

いう印象です。 

 一方で、こちら、減免というところを見ていただきますと分かるように、児童と大人、

合わせて８００人弱の入館者減免で入っておりますけれども、こちらは鑑賞教室が実施さ

れて、鑑賞教室関連で訪れた人の人数というのが大部分を占めております。市内９校から

小学校４年生が来ておりますので、ここがあるか・ないかというところで大きな差が出て

くるというところも確かでございます。 

 展覧会の関連企画としましては、こちら、前回報告以降実施したものについて記載して

おります。 

 ①の水彩画ワークショップ、こちらはアニメの背景画を手がける講師による背景画テク

ニックを使った水彩画のワークショップというふうに記載しておりますが、２０１４年と
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記憶しておりますけれども、牟田いずみさんというアニメーションの背景を実際にやって

おられる、手がけておられる方を講師に招いて、背景画の技法を学ぶというワークショッ

プを始めたということなのですけれども、そこからこの牟田さんに継続的に水彩画のワー

クショップをお願いしていたのです。 

 ただ、牟田さんのほうのお仕事の都合ですとか、あとそれからコロナ禍というのもあり

まして、ここ数年はちょっと牟田さんにこのワークショップを手がけていただくというこ

とができなかったのですけれども、今回久しぶりに、１２月の７日に、中学生以上に向け

てという形で実施をいたしました。 

 こちら定員１５人というふうに募集をかけまして、期日までのところで１２人の申込み

がありました。ここの申込みに関しましては、牟田さんのほうからは、できれば１０人ち

ょっとのほうが指導のやり方としては、やっぱり１５人というのは結構厳しいので、１０

人ちょっとでどうにかなるとありがたいというふうに言われていたので、ここは、実は初

日の申込み数が結構多かったので、はらはらしていたのですけれども、最終的には、講師

の希望どおりの人数というような形になりまして、こちらの部屋で牟田さんに指導しても

らって、それから牟田さんと、実は飛び入りという形で、さめしまきよしさんという、こ

れは今、Ａｍａｚｏｎプライムで配信されているのかと思うのですけれども、『ルックバ

ック』というアニメーション映画の背景美術のほうの監督を務められ、担当を務められた

方も飛び入りで参加してくださいまして、その２人を、１１人の人が、講師として、アニ

メーション背景の塗り方とかそういうのを学ぶという形になりました。 

 午後１時から３時というふうに予定していたのですけれども、結構この時間いっぱい皆

さん集中して取り組んでくださいまして、非常に濃度の濃いというか、集中した本当に密

度の濃いワークショップになっていました。 

 ここから、年が明けて１月１１日、展覧会開始から終了の２日前ですけれども、ここは

ちょうど３連休だったので、３連休の初めの土曜日のところで、「石川欽一郎と台湾」と

いう特別レクチャーを行いました。 

 この特別レクチャーには、府中市美術館学芸員の志賀秀孝先生に来ていただきまして、

こちらの志賀先生には、今回の展覧会の図録のほうにも文章をお寄せいただいているので

すけれども、文章のほうで言及していただいている内容をさらにこちらのトークのほうで

補足、充実させていただくというような、そういった形でトークを行いまして、こちらの

トークも、こちらは定員２０人のところ、当日飛び入りでいらした方もいて、最終的には
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２２人の参加の方がいらしたのですけれども、非常に好評でして、志賀先生のほうも言い

たいことがすごくたくさんあって、最後のほうは結構もう時間が足りなくなって駆け足に

なってしまったのですけれども、まだまだ内容を知りたかったとかそういう、非常にアン

ケートの結果としては関心の高さがうかがえるようなものになりました。 

 ギャラリートーク３番目、③のところですけれども、こちらは１２月の１４日に行いま

して、ギャラリートークは既に１回、同じく図録のほうに文章を寄せてもらった埼玉県立

近代美術館の西尾さん、ここの美術館で学芸員を務めていらした西尾さんですけれども、

西尾さんの回に続いて１２月１４日に行いまして、こちらの参加人数は８人ということに

なっております。 

 続きまして、２）の鑑賞教室も続けて中村より報告させていただきます。 

 企画展の会期中に、市立小学校４年生の鑑賞教室、全９校で実施しておりまして、３回

の段階で、前半の４校が恐らく終了した状態でした。その後２０２４年中に、１１月２９

日から１２月２０日までで残りの５校が行われました。 

 スケジュール的には資料を見ていただくと分かりますように、ほぼ毎週金曜日、どこか

の学校が来ているという形になりました。正直こちらとしては、いっぱいいっぱいの状態

で鑑賞教室をやっていくことになったので、そういったところでの人員の厳しさというの

もございました。そこで、鑑賞教室の実施補助をしてくれるボランティアを東京学芸大学

に依頼し、周知募集いたしました。 

 その結果、美術館での教育普及活動とかそういったものについて、調べているという院

生の方から応募がありました。この院生の方ボランティアでフォローに入ってくれまして

助けを借りつつ、ここにあります全５校の日程、無事に終了いたしました。 

 ということで、ここまでの実施した展覧会とそれから鑑賞教室等に関しましては、以上

です。 

【鉄矢会長】  ありがとうございます。 

 ここまでで、今後に入る前で、ここまでで御質問等ありますでしょうか。 

【原田委員】  原田です。 

 質問ですけれども、２,０００人を超えたという大変喜ばしい数字となっていますが、

富永親徳さんは知られていないし地味な絵ですよね。なのに、これだけ来たというのは、

学芸員さんとしては、勝因は何だと思われますか。 

【中村学芸員】  そうですね。説明が遅れてしまったのですけれども、資料３のほうに、
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今回の富永親徳展のアンケート集計結果を入れています。今回、アンケートの回収枚数４

１７枚で、当館の企画展の回収枚数としては、かなり枚数が多くなっているのですけれど

も、これをちょっと集計してみた結果、今回来る動機は少し見えるかと思いますので、こ

ちらの説明をさせていただきます。 

 今回来館の動機としては、「作品・作者に興味があるから」と「たまたま通りかかって」

というのがツートップですが、それに次いで「その他」も１００人以上の回答数がありま

す。この「その他」はスペース的な問題で、別紙記載というところの「その他」の記載が

入れられなかったのですが、何が「その他」に書かれていたかというと、「アサココ（ａ

ｓａｃｏｃｏ）」というタウン誌の記事を見て来ようと思ったという人が結構多かったの

です。この「アサココ」に関しては、Ｑ３、何で開催を知りましたかというところの新

聞・雑誌というところの回答面のところにも、「アサココ」というふうに入れてくれてい

る人が何人かいました。実は開催が始まってすぐに、「アサココ」という朝日新聞の折り

込みで入ってくるフリーのタウン誌のほうから取材がありまして、こちらの取材の方が、

展覧会のチラシだけではなく作品も載せてくれたり、あと富永親徳に関するちょっとした

説明も、こちらの取材の結果という形で載せてくれました。割合そういったものを見て、

やっているというのを知って、来ようと思ったという人が今回どうも多かったようです。 

 それ以外に、「たまたま通りかかって」、これが実は一番、回答数的には多いのですけれ

ども、これが非常に多くなっているというのは、これは恐らく紅葉の時期にかかったから

というところが非常に大きいと思います。 

 紅葉の時期に、結構団体で、グループでこの辺りを散策している人たちが多くいるので、

そういった人たちがグループで入ってくると、１０人とかそういう規模で入館者数が増え

ますので、恐らくここの「たまたま通りかかって」というところが多くなっているという

のは、これは紅葉が主因だと思います。 

 「作品・作者に興味があるから」というところに関しては、最後のＱ５のところのお気

づきの点、御意見・御感想というところともちょっと関連するのですが、台湾に興味があ

るとか、ルーツとして自分のおじいさん、おばあさんが台湾にいたことがあるとか、そう

いう人ですね。 

 ということで、そのあたりの複合的な要因で、今回、来館する人が増えたかなというふ

うに見ております。 

【原田委員】  ありがとうございます。 
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【鉄矢会長】  そのほか。 

 私から質問いいですか。これのカタログの５４、５５ページのいろいろな作品に書いて

あるグレーの楕円は、これは何が……。 

【中村学芸員】  これは志賀先生の図版ですね。実は、台湾のほうで発行された雑誌の

挿絵ですが、これがちょっと変わっていて、手前に人の写真が写って、肖像写真の背後に

背景として水彩画が挿絵として入っているという組合せになっているものです。 

 富永親徳の著作権等に関しては、掲載はクリアしているのですけれども、手前に写って

いる人に関しては、ちょっと誰だか分からなくて、その人の肖像権がどうなっているかと

いうところが……。 

【鉄矢会長】  富永さんが写っているわけではないのですよね。 

【中村学芸員】  そうです。全然知らない人が写っているので、ちょっとそういうとこ

ろで。 

【鉄矢会長】  何か写っていたのだろうなと思ったけれども、何を消しているのか、ど

こにも脚注に書いていないので。 

【中村学芸員】  ちょっとどういう人かも分からないので、そこだけまるで消した状態

になっております。 

【鉄矢会長】  了解です。 

 では、その他なければ、２番の今後の展覧会・教育普及事業のほうにお願いします。 

【五木田学芸員】  それでは、２、今後の展覧会・教育普及事業等につきまして、学芸

員の五木田より御説明させていただきます。 

 １）展覧会、所蔵作品展「ナカムラケンイチのシン人物画鑑賞」、会期が３月２３日か

ら５月１８日でございます。 

 開館時間が、午前１０時から午後４時３０分、入館は４時まで。休館日が月曜日と火曜

日、４月３０日、５月７日、５月８日で、４月２９日、５月５日、５月６日の祝日は開館

いたします。観覧料が一般２００円、小・中学生１００円、未就学児及び障がい者手帳を

お持ちの方、その付添いの方１名は無料でございます。主催が小金井市立はけの森美術館

でございます。 

 概要は、昭和時代に活躍した中村研一の人物画の魅力を再発見する展覧会となります。

２０２５年は中村研一の生誕１３０周年、小金井に移住されてから８０周年、そして今年

は「昭和１００年」ということで、この記念の年に当館が所蔵する名品約３０点を「肖像
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画」、「婦人像」、「裸婦像」の三部構成で紹介する計画となっております。 

 この展覧会の概要のところの開館時間、休館日につきましては、従来と大きな変更がご

ざいますので、ここのところは御留意いただく必要がございますが、これについては何か

補足説明、事務局からございますか。よろしいですか。 

【事務局】  開館の時間とか曜日については、条例で決まっているものなのですけれど

も、条例を今回改正したというところではなくて、試行的にこの時間で試してみようとい

うような取組でやっております。なので、まだ条例自体はそのままの状態です。 

 以上です。 

【五木田学芸員】  ありがとうございます。 

 続きまして、次のページに移りまして、関連企画を御説明します。 

 ギャラリーコンサート、これは「はけの森に響く音 レオナルド・ブラーボ ギター・

コンサート」、３月２２日土曜日の午後１時３０分から午後３時１５分。定員が４０名で、

多数の場合は抽選になります。料金は１,０００円、対象は小学生以上。申込み期間が、

３月１日から１２日となっております。 

 もう一つの企画が、文化財登録５周年記念「中村家のお茶会 和菓子とお茶を愉しむ」、

日時が３月３０日の日曜日の、第１回目が午前１０時半から１１時４５分（子供の部）、

２回目が午後１時から午後３時で（大人の部）と分かれまして、内容が、午前中が和菓子

とお茶をたのしもう、茶室を見学しよう。２番のほうが、講座「和菓子とお茶の話し」・

お茶会、こうなります。 

 定員が各回１２名で多数の場合抽選です。料金が５００円。対象は、午前中が小学１年

生から３年生、保護者同伴。午後が大人の方、小学４年生以上。講師は、元虎屋文庫、文

庫長をなさっていた丸山良先生です。申込み期間が３月１日から１２日となります。 

 それから、ギャラリートークが２回ございまして、４月１２日と４月２６日の２回、土

曜日の午後２時からと計画しております。 

 今回、無料開館日に当たる月が含まれておりまして、例年行わせていただいております

中村研一の誕生日５月１４日を記念して無料開館日を設けます。今回は、御相談しまして、

誕生日の３日前に当たる５月１１日の日曜日を無料開館日とさせていただきます。 

 それから、次の２番に移りまして、外部企画等ですが、これは例年の催しでございます

ので、本年も行われます。宮地楽器ホール友の会のファンミーティング「美術鑑賞＆ティ

ータイムを楽しむ会 ｉｎ はけの森」と題しまして、３月２１日金曜日の午後２時から
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行います。主催が、小金井宮地楽器ホールさん。定員が１８名です。 

 もう一つは、国分寺市の元町公民館さんによる「はけの森美術館にいこう」、日時が３

月２５日火曜日の午後１時３０分から、主催は国分寺市の元町公民館さんで、定員が２０

名となります。 

 簡単ですが、以上で、この展示の概要を御説明させていただきました。何か御質問等ご

ざいましたらお願いいたします。 

【鉄矢会長】  ありがとうございました。質問です。 

【原田委員】  原田です。 

 ２つ目の関連企画のお茶会ですが、これは場所が書いてないですけれども、これはあれ

ですか、お茶室でやるのでしょうか。 

【五木田学芸員】  この文化財登録５周年という、記念のイベントですよね。午前中の

お子さんの部はこちらの会場で最初のイベントを行った後、その後移動して、お茶室を外

から見学するというそういう流れになります。２番の午後のほうは、大人の方を対象に、

お茶室の中で、実際にお茶を丸山先生がたてていただいて、それを楽しんでいただくと。 

【原田委員】  講座も含めて、お茶室の中で、花侵庵で。 

【五木田学芸員】  講座はここですよね。講座はここの場所でやって、それで、お茶会

だけ茶室と。 

【原田委員】  １２人も入れるのですか、茶室は。 

【五木田学芸員】  これは２回やります。６名で２回です。 

【原田委員】  分かりました。 

【五木田学芸員】  ですので、最初こちらで講座をお聞きになって後から行かれる方と、

先になさる方と、じゃなかったでしたか。 

【女性Ａ】  展示室を見学される、先に。 

【五木田学芸員】  展示室ですね。そうです、すみません。展示室を見学されていてか

ら、こちらに合流される。 

【原田委員】  花侵庵の中で、実際お茶を飲むのは初めてでしたっけ。前にもやりまし

たか。 

【女性Ｂ】  まだ財団の頃とかは、茶室のほうを貸出しとかもしていたので、実際にお

茶とかは以前はやっていたと思うのですけれども、美術館のほうに寄贈されて以降という

のは、やられたことはないですね。 
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【鉄矢会長】  基準法上、何か問題があった、問題があって、高さが足りないとかあっ

た中で、これは取りあえず、試してみるというような位置づけでやることになるのですか。 

【事務局】  建物内で実際の火が使えないという問題が一つございまして、コロナの直

前ぐらいに電熱器というものを買いました。電気で温めるようなタイプのものですね。風

情がと言われてしまえば、それまでなのですけれども、今そちらを買って、ちょうどこれ

から活動していこうかというところです。コロナで飲食イベント自体が開けないまま少し

時間が過ぎて、ここで初めてそれを活用しようかなという。 

【鉄矢会長】  電熱器はいいのですか。 

【原田委員】  釜の中に電熱器を入れてしまうわけですか。 

【事務局】   そうですね。 

【原田委員】  釜の外、畳の上。 

【鉄矢会長】  釜の中に、旅行用のあの電熱器をぼそって入れたら嫌ですよね。 

ちなみに、関連企画の１番目のギャラリーコンサートなのですけれども、「ナカムラケン

イチのシン人物画鑑賞」との関連というつもりがあるのでしょうか。はけの森美術館との

関連としてギターというのは。 

【事務局】  これは出演者の選出は、ホールの方になります。ギターも少し珍しいタイ

プです。 

【鉄矢会長】  多分悩んでこれを入れたのだと思うのですけれども、ほかからも、うち

もやってくれたっていいじゃないか、って言われたときに困らない状況にしておくために

何か基準をとは思っているのです。 

【事務局】  ギャラリーコンサートに出演していただく方は、宮地楽器ホールの方に選

出をお任せしているという状況なので、こちらから基準を作るのは少し難しいかと思って

います。ホールの担当者の方がうちの企画と何か絡めてくだされば、そういった方が来て

くださったり、ここの雰囲気だったりとか、展示室の響きと合うような楽器みたいなとこ

ろで選んでくださったり。お部屋自体はちょっと狭いので、音量の出るような楽器はちょ

っとあまり向かないとかで楽器の選択をしていただいているというところもございまして

…… 

【鉄矢会長】  すみません、話途中で、これは、宮地楽器ホールのある意味、学芸員み

たいな方の選定ということですね。 

【事務局】  そうですね。 
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【鉄矢会長】  宮地楽器ホールの学芸員みたいな方との連携というか、こういう企画を

こういうふうにお願いするというのは、いつ頃から始まったのですか、というのをちょっ

と明らかにしておいたほうが、そうすると、こういう人が選定しているからというふうに、

小金井市の文化施設ですから、これはこういうところで、企画を投げているというのがし

っかりできていればいいと思います。 

【事務局】  ありがとうございます。 

【鉄矢会長】 学芸員ではなく、何か別の名前なのか。 

【事務局】  把握しておらず申し訳ございません。 

【学芸顧問】  今はいろいろマネジメントの講座だとか大学でもあると思うのですけれ

ども、そういうのを受けられた方だとは思うのですよね。実際ちょっとしゃべって見た限

りでは、いわゆる我々が言うところの専門職としての学芸員という感じではないのです。

むしろマネジャー的な。お分かりだとは思いますけれども、芸能プロダクションなんかに

入っているような、そういう現場を習得されているという方だと思います。 

 それで、質問以上のことを言ってしまうかもしれませんけれども、できるだけ小金井在

住で、活躍している人というのを配慮してくれているようです。 

【鉄矢会長】  そうですか。 

【学芸顧問】  昨年も親子のハープとバイオリン奏者の方でしたね。 

【鉄矢会長】  なので、その方の肩書もちゃんと明記してあげて、小金井市のネーミン

グライツされた宮地楽器ホールの中の○○さんという、○○という立場の方が選定してい

るというのにお任せしているところがあるとか書けるといいと思いました。 

【事務局】  ありがとうございます。 

【原田委員】  このレオナルド・ブラーボというグループなのですか。 

【事務局】  いえ、お一人です。 

【原田委員】  お一人で。この方は宮地楽器ホールでもコンサートをやるのでしょうか。 

【事務局】  宮地楽器ホールでもやったことがある方です。 

【原田委員】  今、先ほど、先生がおっしゃったように２つの文化施設が連携してやる

というところに意味があると思うので、別に展覧会とか絵に直接関連する必要は僕はない

と思うのですね。この２つの文化施設が力を合わせて１つのイベントをやりますと。する

と、宮地楽器ホールのＰＲにもなるし、当然この美術館のＰＲにもなると、という効果が

あるのではないかなと思いました。 
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【事務局】  ありがとうございます。 

【鉄矢会長】  その他、御質問ございますでしょうか。 

【山村委員】  山村です。 

 展覧会のタイトルが「ナカムラケンイチのシン人物画鑑賞」、この「シン」というのは、

エヴァンゲリオンの庵野さんのシン・仮面ライダーとかシン・ゴジラと引っかけているの

だろうと推測するのですが、中身でいうと、内容が、肖像画、婦人像、裸婦像って新しく

ないと思うのですけれども、これは何か新しい解釈とか、あるいは、本当真実の人物画は

こうだとか、そういうところは何か、五木田さんの狙いがあるのでしょうか。 

【五木田学芸員】  おっしゃるとおりなのです。先生のおっしゃるとおりです。このシ

ンは、新しいという字も当てられるし、真実の真という字も当てられるでしょうし、本質

のこのペンの芯じゃないですけれども、そういう芯も当てられるでしょうし、見る方によ

って、中村研一さんの絵画の本質的なものをこういうふうに感じるのだということを分か

っていただけたらという思いでつけさせていただいたのと、あと、漢字で見ていると、い

つも中村研一って目になじんでいるので、ちょっと目先を変えてみたいなという思いもあ

りまして、この片仮名を使いました。 

【鉄矢会長】  ありがとうございます。 

 そのほか、ございますでしょうか。 

 では、（３）番、その他。 

【事務局】  次の日程を決めさせていただけたらいいなと思っております。次の展覧会

が、３月の２３から５月の１８という日程でやっております。 

 次は新年度の１回目の委員会になりますので、期間としては、４月以降に実施をお願い

できればと思います。 

 作品があるうちにぜひ委員会のほうを行って、皆さんにも見ていただけたらいいなと思

うのですが、新年度とても最初のお忙しい時期にはなるのですけれども、皆様いかがでし

ょうか。 

【鉄矢会長】  ４月１６日はいかがでしょうか。 

【事務局】   みなさま大丈夫そうですね。 

【鉄矢会長】  ４月１６日１８:３０で決定します。ありがとうございます。 

 そのほか、ございますでしょうか。 

【原田委員】  一つよろしいでしょうか。 
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 ２月の８日に、宮地楽器ホールで「まちのアートスポットの新しいあそびかた」という

イベントがありまして、宮地楽器ホールとはけの森美術館、２つの遊び方を考えようとい

うワークショップです。２０人くらい集まって、私も行ったのですが、私は、はけの森美

術館のチームに入りまして、このくらいの１０人ぐらいで話をしました。 

 その中に、韓国で児童心理学といったかな、を教えている大学の先生が、サバティカル

イヤーというのでしょうか、学芸大の国際センターで生活している、御夫婦で参加されて

いたのです。大変流暢な日本語で大変活発に発言されていて、その中で、お二人の御夫婦

の提案が面白いなと思ったのは、２つあるのですけれども、一つが、中村研一という人の

経歴とか人となりが分からないので、いつ行っても分かるようにしたらどうですかと。つ

まり、例えばロビーにビデオが流れているとか、パネルがあるとか、展覧会のときは簡単

なあれがあるのだけれども、もうちょっとちゃんと知りたいというような提案がありまし

た。なるほどそうだなと思って。それこそ展覧会をやっていないときでも、あそこへ行っ

たら、ロビーでそのビデオが見られるとか、そういうようなことができるといいなと思い

ました。 

 それから２つ目の案が、絵バトルと言っていましたけれども、ビブリオバトルってあり

ますよね。自分の好きな本を。美術館で、その絵版をやったらどうかと。語呂が悪いけれ

ども、絵バトルがとおっしゃっていました。とにかく、みんなが一押しの絵を語り合うと、

美術館らしいイベントになるのではないかと。 

 それで１０人で話しておられた中で、それだったら中村研一総選挙ができますねと。戦

争画、風景画、南方の風景、人物画、裸婦、奥さんの絵、花とか、ジャンルを分けて、私

はこのジャンルでこれが一番好きですとかいうのを、みんなでバトルをするというような

こともできるかなということで、韓国のお二人の提案から話が盛り上がりました。いずれ

も、何か実現したら面白いなという話だったので、御紹介しました。 

 以上です。 

【鉄矢会長】  ありがとうございます。 

 そのほか、ございますでしょうか。 

 では、なければ、以上をもちまして、小金井はけの森美術館、令和６年度第４回の運営

協議会のほうを閉会したいと思います。どうもありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


